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60年度一般会計決算見込み

国
保
特
別
会
計
な
ど
赤
字
に

　
市
で
は
、
去
る
七
月
九
日
の
市
議
会
総
務
常
任
委
員
会
で
昭
和
六
十
年
度
一

般
会
計
、
特
別
会
計
の
決
算
見
込
み
を
報
告
し
ま
し
た
。
一
般
会
計
で
は
市
税

の
増
収
や
歳
出
経
費
の
節
減
な
ど
に
よ
り
、
実
質
収
支
で
二
億
五
千
四
百
四
十

万
円
の
黒
字
、
こ
れ
で
六
年
連
続
の
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。
特
別
会
計
で

は
国
民
健
康
保
険
事
業
、
老
人
保
健
事
業
と
水
道
事
業
会
計
で
赤
字
決
算
と
な

り
ま
し
た
。

▲手作りおやつを食べながら熱心に勉強する

　子ども達(5月にオープンした広野公民館)

　
一
般
会
計
の
歳
入
合
計
は
、
二

百
七
十
五
億
四
千
八
百
九
十
八
万

円
。
一
方
、
歳
出
は
二
百
七
十
二

億
五
千
百
七
十
七
万
円
で
、
歳
入

歳
出
差
引
額
か
ら
翌
年
度
へ
繰
り

越
す
べ
き
財
源
四
千
二
百
八
十
万

円
か
際
く
実
質
収
支
は
、
二
億
五

千
四
百
四
十
万
円
の
黒
字
と
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
1
2
　
〈
年
連
続

し
て
里
一
字
決
算
と
な
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
六
十
年
度
単
年
度
収

支
で
は
、
二
億
二
千
百
二
十
八
万

円
の
赤
平
と
な
り
、
黒
字
幅
も
年

々
減
少
し
、
財
政
状
況
は
厳
し
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。

昭和60年度

　　一般会計決算見込額(千円)

歳　　入　総　額
　　　　(Ａ)

27,548,983

歳　　出　総　額
　　　　（Ｂ）

27,251,778

歳入歳出差引額(Ｃ)

〈形式収支(Ａ)－(Ｂ)〉
297,205

翌年度へ繰り越すべき
財　　源　　（Ｄ）

42,801

実質収支額(Ｅ)
　〈(Ｃ)－(Ｄ)〉

254,404

　
黒
字
と
な
っ
た
理
由
は
、
市
税

収
入
が
前
年
度
に
比
ベ
ー
○
％
増

の
百
五
土
八
億
六
千
三
十
八
万
円

が
確
保
出
来
た
こ
と
や
、
税
の
収

昭和60年度特別会計決算見込額(千円)

特SI)会一計名 歳入総頷 歳出総額 差　　　引

交通.災害共済事業 49,946 49,946 ０

国民健康保険事業 4,900,422 5,303,009 △402,587

公共下水道事業 4,019,890 4,019,890 ０

住宅新築資金等貸付事業 43,824 43,824 ０

老　人　保　健　事　業 5,597,338 5,604,742 △7,404

都市計画事業用地
先　行　取　得　事　業 21,787 21,787 ０

簡　易　水　道　事　業 13,127 13,127 ０

火　災　共　済　事　業 16,669 14,229 2,440

農　業　共　済　事　業’　　25,496 23,543 1,953

水　遺
事　業

収益的収支 2,132,391 2,030,252 102,139

資本的収支 1,020,251 1,168,303 △148,052

▲供用開始した東宇治浄化センター

納
率
が
向
上
し
た
こ
と
な
ど
が
、

大
き
な
理
由
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
で
は

　
　
四
億
円
余
の
赤
字

　
特
別
会
計
の
万
ち
国
民
健
康
保

険
事
業
が
四
億
二
百
五
十
八
万
円

の
赤
字
と
な
り
ま
し
た
。
レ
か
し

こ
の
中
に
は
、
前
年
度
の
赤
字
額

三
億
六
エ
八
百
二
万
円
と
、
五
十

九
年
度
分
の
国
庫
補
助
金
の
精
算

額
九
千
七
百
四
土
〈
万
円
か
含
ま

れ
て
い
る
た
め
、
こ
れ
ら
か
差
し

引
い
た
実
質
的
な
単
年
度
収
支
は
、

六
千
八
十
九
万
円
の
黒
字
決
算
と

な
り
ま
す
。

　
老
人
保
健
事
業
で
は
、
七
百
四

十
万
円
の
赤
字
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
国
庫
補
助
金
な
Ｉ
か
概
算

で
交
付
さ
れ
た
事
に
よ
る
も
の
で
、

六
十
一
年
度
で
全
額
補
て
ん
さ
れ

る
も
の
で
実
質
的
な
赤
字
と
は
な

り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
水
道
事
業
会
計
で
は
、

収
益
的
収
支
で
一
億
二
百
十
三
万

円
の
黒
字
、
資
本
的
収
支
亘
億

四
千
八
百
五
万
円
の
赤
字
と
な
り

ま
し
た
。

　
ヽ
市
で
は
、
毎
年
十
一
月
二
十

三
日
の
勤
労
感
謝
の
日
に
、
技

能
功
労
者
の
表
彰
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
表
彰
は
、
長
年
一
つ
の

職
業
に
糾
わ
り
、
優
れ
た
技
能

を
磨
い
て
こ
ら
れ
た
人
た
ち
の

功
労
を
た
た
え
る
と
共
に
、
社

会
的
・
経
済
的
地
位
や
技
能
水

準
の
よ
り
一
層
の
向
と
を
図
る

こ
と
を
目
的
と

たにし
人表｀
は彰昨
三を年
勘特

十
一
人
に
上
っ

て
い
ま
す
。

　
第
十
五
回
目

か
迎
え
る
本
年

も
、
技
能
功
労

者
の
推
薦
を
九

月
三
十
日
㈹
ま

で
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
表
彰

の
対
象
と
な
る

職
種
や
表
彰
基

準
は
次
の
と
お

り
で
す
。

　
こ
の
基
準
な

ど
に
該
当
す
る

人
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
同
業
の

団
体
、
商
工
業

技能功労者の推薦を

者
の
団
体
を
は
じ
め
、
町
内
会
・

自
治
会
や
個
人
か
ら
も
、
推
薦

書
奮
交
通
労
政
課
ま
で
提
出
し

て
ぐ
だ
さ
い
。

　
〈
対
象
職
種
〉

　
大
工
、
建
築
技
術
、
左
官
、

土
木
技
術
、
建
築
手
伝
い
、
と

び
、
屋
根
、
畳
、
配
管
、
削
井
、

造
園
、
電
気
工
事
、
鉄
工
、
溶

接
、
板
金
、
金
網
加
工
、
の
こ

ぎ
り
目
立
て
、
茶
缶
製
作
、
塗

装
、
看
板
、
表
具
、
扇
子
仕
立

て
、
建
具
、
指
物
、
家
具
製
造
、

桶
製
造
、
竹
細
工
、
茶
び
つ
製

作
、
陶
工
、
石
工
、
彫
刻
、
う

る
し
工
芸
、
写
真
、
下
絵
、
押

絵
、
美
容
、
理
容
、
調
理
、
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
、
洋
裁
、
和
裁
、

刺
し
ゅ
う
、
製
茶
、
・
パ
ン
・
菓

子
製
造
、
豆
腐
・
こ
ん
に
ゃ
く

　
　
　
　
　
　
製
造
、
自
動
車

　
　
　
　
　
　
整
備
、
自
転
車

　
　
　
　
　
　
組
み
立
て
、
時

受け付けは９月30日まで
計
修
理
、
製
靴
、

は
り
・
き
ゅ
う
・

φ
ん
ま
・
マ
ッ

サ
ー
ジ
の
各
職

種
と
、
そ
の
他

市
長
が
適
当
と

認
め
た
職
種
。

　
〈
表
彰
基
準
〉

　
①
市
内
に
引

き
続
き
五
年
以

上
住
所
を
有
す

る
人
②
技
能
者

と
し
て
市
内
の

事
業
所
に
五
年

以
上
従
事
し
、

経
験
年
数
三
十

年
以
上
で
、
十

一
月
二
十
三
日

現
在
で
満
六
十

歳
以
上
の
人
③
極
め
て
優
れ
た

技
能
を
有
し
、
他
の
模
範
と
認

め
ら
れ
る
人
④
引
き
誓
毛
の

指
導
的
立
場
に
あ
る
人
⑤
小
規

模
の
事
業
所
に
従
事
し
て
い
る

人
。

　
詳
に
Ｉ
は
、
交
通
労
政
課
（
Ｓ

⑩
3
1
4
1
）
へ
。

　
　
　
　
　
（
交
通
労
政
課
）

▲象嵌(ぞうがん)細工で功労者に

　・小倉町の横田さん(昨年度)

629

交
通
災
害
・
火
災
共
済

　
昭
型
八
十
一
年
度
（
共
済
期
間

六
十
一
年
十
二
月
一
日
か
息
〈
十

二
年
十
一
月
三
十
日
ま
で
）
の

交
通
災
害
共
済
と
火
災
共
済
の
予 ９

月
1
日
か
ら
予
約
受
け
付
け

約
加
入
一
斉
営
け
付
け
が
、
九
月

一
日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　
加
入
を
希
望
ず
る
人
は
、
次
の

要
領
で
申
し
込
ん
で
ぐ
だ
さ
い
。
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　▲横断歩道は気を付けて

　
既
に
加
入
し
て
い
る
人
で
も
、

両
共
済
と
も
十
一
月
三
十
日
で
期

間
満
了
と
な
り
車
ゐ
で
、
加
入

の
手
続
き
を
お
忘
れ
な
く
。

　
な
お
、
本
年
か
ら
交
通
災
害
共

済
の
制
度
の
一
部
（
対
象
と
な
る

交
通
事
故
や
見
舞
金
の
支
給
制
度
、

共
済
見
舞
金
）
が
変
わ
り
ま
す
。

　
詳
し
ぐ
は
、
加
入
申
込
袋
に
同

封
の
交
通
災
害
共
済
し
お
り
を
お

読
み
く
だ
さ
い
。

　
加
入
手
続
き
は

▼
共
済
会
費
…
交
通
災
害
共
済
＝

　
五
百
円
（
一
人
）
。
火
災
共
済

　
上
世
帯
一
口
五
百
円
（
ニ
ロ

　
ま
で
）
。

▼
申
し
込
み
方
法
・
・
・
次
の
い
ず
れ

　
か
の
方
法
で
お
申
し
込
み
く
だ

　
さ
い
。
①
町
内
会
、
自
治
会
を

　
通
じ
て
加
入
（
十
一
月
十
日
ま

　
で
）
②
市
内
各
銀
行
、
信
用
金

　
庫
、
農
協
、
相
互
銀
行
の
本
・

　
支
店
、
出
張
所
の
窓
口
③
市
役

　
所
交
通
労
政
課
。

▼
問
い
合
わ
せ
・
・
・
市
役
所
交
通
労

　
政
課
（
ａ
⑩
3
1
4
1
）
へ
。

　
交
通
災
害
共
済
、
火
災
共
済
制

度
は
、
万
一
の
交
通
事
故
や
火
災

に
備
え
て
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が

会
費
を
出
見
回
、
不
幸
に
し
て

交
通
事
故
や
火
災
に
遭
っ
た
人
を

救
済
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
積
極
的

な
加
入
を
お
願
い
１
　
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
交
通
労
政
談
）

実質収支2億5千万円の黒

字
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煎
茶
の
商
業
化
が

　
技
術
革
命
の
発
端
に

　
私
た
ち
が
知
っ
て
い
る
前
茶

（
せ
ん
ち
や
）
は
、
緑
色
で
あ
る

が
、
近
世
前
期
ま
で
は
茶
葉
が

茶
色
で
、
前
じ
た
湯
の
色
も
淡

褐
色
で
あ
っ
た
。

　
元
来
、
前
茶
は
全
国
各
地
で

大
衆
の
日
常
の
飲
料
と
し
て
、

そ
の
土
地
ご
と
に
生
産
さ
れ
て

い
た
。
だ
が
、
４
　
七
世
紀
後
半

か
ら
十
八
世
紀
の
初
期
に
か
け

て
、
前
茶
は
近
畿
地
方
や
中
部
、

四
国
、
九
州
か
４
　
ハ
阪
の
葉
茶

屋
（
煎
茶
問
屋
）
に
大
量
に
集
め

ら
れ
、
全
国
に
売
り
さ
ぱ
か
れ９月10日

る
よ
つ
に
な
る
。

　
釜
入
ひ
茶
や
焙
（
ほ
う
じ
）
茶

の
類
と
は
言
え
、
各
地
の
も
の

が
都
会
の
茶
商
に
集
ま
り
始
ま

れ
ば
、
形
状
や
風
味
の
良
否
が

判
然
と
し
て
、
そ
の
優
劣
が
論

じ
ら
れ
る
と
共
に
、
た
ち
ま
ち

価
格
差
が
生
じ
て
来
る
。
同
時

に
消
費
者
の
側
で
も
、
前
茶
に

直
ち
に
焙
炉
（
ほ
い
ろ
）
の
火
に

か
け
た
助
炭
の
上
で
揉
み
な
が

ら
乾
か
す
と
い
っ
た
煎
茶
製
法

は
、
こ
夕
し
て
誕
生
し
た
の
で

あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
製
法
で
作
ら
れ

る
前
茶
は
、
「
宇
治
製
」
ま
た
は

「
青
製
」
と
呼
ぼ
れ
て
お
り
、
こ

の
製
法
の
開
始
は
我
が
国
の
製

と
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
驚
嘆

す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

　
宇
治
製
法
を
完
成
さ
せ
た
の

は
、
宇
治
田
原
町
湯
屋
谷
の
茶

業
家
永
谷
宗
円
（
一
六
八
一
一

一
七
七
八
）
と
言
わ
れ
、
完
成

の
時
は
元
文
三
年
（
一
七
三
八
）

で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
元
て
い
る
。

だ
が
、
そ
れ
よ
左
八
年
前
の
享

煎
茶
技
術
の
発
達
（
そ
の
ニ
）

対
す
る
好
み
が
次
第
に
形
成
さ

れ
る
ふ
っ
に
な
っ
て
行
ぐ
。

　
こ
’
と
て
前
茶
の
嗜
好
（
し

こ
う
）
品
化
か
始
ま
る
と
、
よ

り
良
い
品
質
の
も
の
を
作
る
試

み
が
、
各
地
で
行
わ
れ
る
ぶ
っ

に
な
る
の
は
自
然
の
成
り
行
き

で
あ
っ
た
。
摘
み
取
っ
た
茶
葉

を
、
蒸
し
て
か
ら
急
速
に
冷
却
、

茶
技
術
発
達
史
上
、
ま
さ
に
画

期
的
な
出
来
事
で
あ
っ
た
。
前

茶
道
の
文
化
興
隆
を
促
し
、
幕

末
開
国
の
際
に
は
一
躍
、
日
本

茶
が
主
要
な
輸
出
品
と
な
っ
た
。

　
こ
の
製
法
は
全
国
に
普
及
。

現
在
で
は
、
日
本
全
国
の
茶
の

生
産
量
の
八
〇
％
以
上
が
、
機

械
化
さ
れ
た
宇
治
製
法
を
基
礎

保
十
七
年
（
一
七
三
二
）
に
出
版

さ
れ
た
「
万
金
産
業
（
ば
ん
き
ん

す
が
ら
い
）
袋
」
に
は
、
宇
治
で

宗
円
の
製
法
に
よ
く
似
た
前
茶

製
法
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が

記
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
宇
治
地

方
の
前
茶
製
造
技
術
は
、
宗
円

の
製
法
に
極
く
近
い
水
準
に
到

浄
化
セ
ン
タ
ー
の
公
開
や

　
本
市
の
公
共
下
水
道
は
、
八

月
一
目
か
ら
、
六
地
蔵
、
木
幡
、

五
ヶ
庄
の
一
部
地
域
で
供
用
が
開

下
水
道
相
談

始
さ
れ
ま
し
た
。

　
豊
か
な
自
然
環
境
を
守
り
、
快

適
な
生
活
を
確
似
す
る
た
め
の
下

▲汚水ますの設置(８月26日木幡河原で)

水
道
整
備
は
、
市
民
一
人
ひ
と

り
の
下
水
道
に
対
す
る
、
正
し
い

理
解
と
協
力
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ

ま
す
。
国
や
自
治
体
で
は
、
毎
年

九
月
十
日
を
「
全
国
下
水
道
促
進

デ
ー
」
と
定
め
、
下
水
道
の
普
及

と
そ
の
十
分
な
活
用
を
目
指
し
て
、

広
報
そ
の
他
の
活
動
に
取
り
組
み

達
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
れ
に
は
、
宇
治
が
古
く

か
ら
行
っ
て
来
た
碑
（
て
ん
）
茶

の
製
造
技
術
が
、
大
き
ぐ
影
響

し
て
い
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も

な
い
。
加
え
て
、

前
回
に
述
べ
た

宇
治
茶
業
Ｗ
の

不
況
に
よ
る
転

進
も
あ
り
、
優

れ
た
前
茶
の
出

現
か
品
望
す
る

時
勢
の
変
化
も

あ
っ
た
。
宗
円

ら
、
宇
治
地
方

の
茶
業
家
の
創

意
工
夫
の
背
景

に
は
、
い
く
つ

も
の
要
因
が
あ

つ
た
の
で
あ
る
。

　
◇
－
◇

『
宇
治
市
ぷ

（
全
六
巻
）
、

　
『
宇
治
市
史
年
ぎ
は
、
歴
史

資
料
館
（
折
居
台
―
の
Ｉ
・
酋

⑩
1
3
1
1
）
で
好
評
発
売
中
。

各
巻
四
千
円
。

　
　
　
　
　
（
歴
史
資
料
館
）

４
永
谷
宗
円
の
焙
炉
（
ほ
い
ろ
）
跡

ま
す
。

　
本
市
で
は
、
東
宇
治
浄
化
セ
ン

タ
ー
の
施
設
公
開
や
下
水
道
相
談

所
の
開
設
を
行
い
、
ま
た
京
都
府

下
水
道
公
社
で
は
、
洛
南
浄
化
セ

ン
タ
ー
の
施
設
公
開
を
行
い
た
す

の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
積
極
的

な
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
（
別
表
）
。

詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は
、
下
水

道
管
理
課
（
豊
⑩
3
1
4
1
）
ま

で
。

　
整
備
の
長
期
計
画

　
下
水
道
は
、
河
川
や
海
の
水
質

施
設

公

開

場　　　所 日　　　時

東宇治浄化

センタＴ

９月10日困・ll日俐

午llijlO時､午後l時半､叫

洛南浄化

センター

9 HlO日出

午前1(叫、午後2時

●･とき…９月10日出・11日困

　午前10時～午後４時

●･ところ…御蔵山集会所

ト水洗工')vの相談

　水洗器具の展示など

下
水
道
相
談

汚
濁
を
防
止
す
る
な
ど
、
快
適
な

俳
萄
迢
を
維
持
す
る
た
め
に
不

可
欠
な
都
市
施
設
で
す
。
し
か
し
、

Ｇ
Ｎ
Ｐ
（
国
民
総
生
産
）
が
世
ｗ

第
二
位
の
我
が
国
も
、
下
水
道
で

は
そ
の
普
及
率
が
全
国
平
均
で
三

四
％
（
五
十
九
年
度
）
と
、
八
〇

％
以
上
の
数
値
を
Ｊ
す
欧
米
諸
国

に
比
べ
、
著
し
く
遅
れ
て
い
ま
す
。

　
公
共
下
水
道
の
整
備
を
進
め
る

事
業
は
、
国
が
昭
和
三
十
八
年
度

か
ら
五
ヵ
年
計
画
で
五
次
に
わ
た

っ
て
進
め
て
来
ま
し
た
。

　
現
在
の
第
六
次
計
画
は
、
総
投

資
規
疾
十
二
兆
二
千
億
円
で
、
昭

和
六
十
五
年
度
普
及
率
四
六
％
を

目
標
に
し
て
い
ま
す
。

　
本
市
も
、
こ
の
計
ｍ
に
沿
っ
て

事
業
を
進
め
、
下
水
道
処
理
区
域

の
拡
大
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
下
水
道
管
理
課
）

第
２
回
古
文
書

講
習
会

地
域
の
歴
史
や
文
化
に
対
す
る

歴
史
資
料
館
で
は
、
昨
年
に
引
き

続
き
古
文
書
の
解
読
講
習
会
を
開

き
ま
す
。

　
今
回
は
、
宇
治
の
茶
業
史
料
を

テ
キ
ス
ト
に
、
宇
治
茶
業
の
歩
み

に
つ
い
て
の
知
識
を
深
め
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
…
９
月
3
0
日
火
、
旧
同
７

　
日
脚
、
1
4
日
㈹
、
2
1
日
㈹
、
2
8

　
日
㈹
の
五
回
連
続
、
い
ず
れ
も

　
午
後
１
時
半
１
４
時

▼
会
場
・
：
中
央
公
民
館
（
文
化
セ

　
ン
タ
ー
内
）

▼
対
象
：
市
内
に
在
住
ま
た
は
勤

　
務
す
る
人
‘

▼
定
員
・
：
4
0
人

▼
申
し
込
み
…
往
復
は
が
き
に
、

　
「
古
文
書
講
習
会
受
講
希
望
」
と

　
明
記
し
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

　
号
、
市
外
の
方
は
勤
務
先
を
書

　
い
て
、
９
月
1
0
日
困
ま
で
に
、
宇

　
治
市
歴
史
資
料
館
（
折
居
台
一

家
庭
看
護
講
習
会

　
　
９
月
1
0
日
か
ら
保
健
医
療
セ
ン
タ
ー
で

　
家
庭
に
病
人
が
出
た
時
の
た

め
に
、
家
庭
に
お
け
る
正
し
い

看
護
の
仕
方
を
知
っ
て
お
き
た

い
人
。
現
在
、
家
庭
で
病
人
や

老
人
の
世
話
を
し
て
い
て
看
護

に
不
安
や
問
題
を
も
っ
て
い
る

人
。
家
庭
看
護
講
習
会
に
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
▽
日
程
・
内
容
…
下
表
、
時

間
は
い
ず
れ
も
午
後
一
時
半
～

四
時
▽
と
こ
ろ
…
保
健
医
療
セ

ン
タ
ー
▽
定
員
・
・
・
2
0
人
（
先
着

順
）
▽
受
講
料
…
無
料
▽
講
師

…
日
本
赤
十
字
社
京
都
府
支
部
、

源
平
久
美
子
さ
ん
▽
申
し
込
み

　
丁
目
二
）
へ
。
申
し
込
み
多
数

　
の
場
合
は
抽
選
で
。

▼
テ
キ
ス
ト
代
・
：
五
百
円
第
一

　
回
開
催
時
に
テ
キ
ス
ト
と
引
き

　
換
え
。

▼
問
い
合
わ
せ
…
歴
史
資
料
館
（

　
き
⑩
1
3
1
1
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
（
歴
史
資
料
館
）

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

　
昭
和
六
十
一
年
九
月
二
日
に
登

録
す
る
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧
を
行

い
ま
す
。
住
所
、
氏
名
、
生
年
月

日
な
ど
を
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
…
９
月
３
日
㈹
～
７
日
間
、

　
午
前
８
時
半
～
午
後
５
時

▼
と
こ
ろ
・
：
市
選
挙
管
理
委
員
会

　
事
務
局
（
市
役
所
２
階
）

▼
登
録
さ
れ
る
人
…
次
の
い
ず
れ

　
か
に
該
当
し
、
6
1
年
９
月
１
日

　
現
在
で
引
き
続
い
て
住
民
登
録

　
を
し
て
い
る
人
①
昭
和
4
1
年
９

月
２
日
ま
で
に
生
ま
れ
（
満
2
0

歳
以
上
）
、
6
1
年
３
月
2
1
日
か
ら

6
1
年
６
月
１
日
ま
で
の
間
に
、

宇
治
市
へ
転
入
届
を
済
ま
せ
た

か
、
住
民
票
が
作
成
さ
れ
た
人

②
昭
和
4
1
年
７
月
８
日
か
ら
4
1

年
９
月
２
日
ま
で
に
生
ま
れ
（

満
2
0
歳
以
上
）
、
6
1
年
３
月
2
0
日

ま
で
に
転
入
届
を
済
ま
せ
た
か
、

住
民
四
割
作
成
さ
れ
た
人
。

　
　
　
　
（
選
挙
管
理
委
員
会
）

…
９
月
１
日
か
ら
Ｓ
日
ま
で
に

保
健
予
防
課
（
き
⑩
3
1
4
1
）

へ
軍
罰
面
接
来
庁
で
。

　
　
　
　
（
保
健
予
防
課
）

家庭看護講習会日程表

川 日　　時 内　　　竹

１ ,9／lo附 家庭に病人ができたら

２ 9/12feiS 休の動かし万排泄の世話

３ 9/17(徊 休のふき万

４ 9/19図 病人の食liと薬

５ 9/24俐 于･当について

６ 9/26倒 筏習とti 省

７ 9/30火 復r?と反省

　
　
届
け
出
は

　
　
済
み
ま
し
た
か

　
　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
（

健
康
保
険
で
、
被
扶
養
と
し
て

認
定
さ
れ
て
い
る
人
）
は
、
今

年
四
月
か
ら
、
第
三
号
被
保
険

考
と
し
て
国
民
年
金
に
必
ず
加

入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
（
た
だ
し
、
第
三
号
被
保
険
者

に
な
る
と
国
民
年
金
の
保
険
料

を
納
め
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
）
　
一

　
届
け
出
を
忘
れ
て
い
る
と
、
　
一

将
来
年
金
を
受
け
ら
れ
な
い
こ
　
１
１
１

と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
の
で
二

ご
注
意
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
1
1
1
1

630

サラリーマンの奥さんにも

自分名義の年金が

全国下水道促進デ

ー

宇
治
市
史
の
窓

　
ま
だ
の
人
は

　
急
い
で
く
だ
さ
い

　
届
け
出
が
済
ん
で
い
な
い
人

は
、
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で

保
険
年
金
課
国
民
年
金
係
に
届

け
出
て
く
だ
さ
い
。

　
①
夫
の
年
金
手
帳
、
健
康
保

険
被
保
険
者
証
と
印
鑑
を
持
参

す
る
。

　
②
夫
の
勤
務
先
で
、
夫
に
扶

養
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
確
認
を

受
け
た
届
書
（
用
紙
は
保
険
年

金
課
に
あ
り
ま
す
）
を
持
っ
て

届
け
出
る
。

　
ま
た
、
以
前
に
国
民
年
金
に

加
入
し
た
こ
と
の
あ
る
人
は
、

そ
の
時
の
年
金
手
帳
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。
詳
し
ぐ
は
、
保
険

年
金
課
国
民
年
金
係
（
豊
⑩
3

1
4
1
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
（
保
険
年
金
課
）

1
1
1
1
1
j
i
l
i
－
ｒ
－
－
－
1
1
1
1
1
1
－
―
―
―
―
―
―
―
―

テ
レ
ビ
市
政
だ
よ
り
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幼児家庭教育
足米米
矢米米

足米米

　
宇
治
・
木
幡
・
小
愈
公
民
館
で

は
、
幼
児
家
庭
教
育
学
級
を
開
き

ま
す
。
こ
の
学
級
は
、
三
歳
児
を

中
心
と
す
る
幼
児
か
痔
つ
親
を
対

象
に
、
子
ど
も
の
成
長
に
合
わ
せ

て
ど
の
様
な
家
庭
教
育
聚
ア
れ
ば

よ
い
か
を
、
講
師
の
先
生
か
支
え

て
み
ん
な
で
考
え
合
ラ
も
の
で
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
▼
日
程
・
内
容
・
：
右
下
衣
▼
時

間
…
い
ず
れ
も
午
前
９
時
半
～
正

言
公民館の所在地

宇.治市宇治公民館…宇治里

尻＼の9 (S@2 8 0 4)

宇治市木幡公民館…木幡内

畑34の7 (J5c8 2 9 0)

宇治市小倉公民館…小介町

寺内91（ac 4 6 8 7）

宇治市広野公民館…広野町

寺山17（雲⑥7 4 5 0)

午
▼
と
こ
ろ
…
宇
治
・
木
幡
・
小
倉

公
民
館
▼
定
員
・
・
・
宇
治
・
木
幡
公

民
館
ｎ
‥
3
0
人
、
小
倉
公
民
館
ふ
Ｊ

人
▼
教
材
費
・
・
・
調
理
実
習
な
ど
の

材
料
費
実
費
▼
申
し
込
み
…
９
月
・

1
2
日
ま
で
に
受
講
か
箔
四
手
る
公

民
館
へ
、
電
話
ま
た
は
来
館
で
。

　
な
お
、
受
講
中
二
歳
以
上
の
幼

児
二
十
人
を
保
育
し
ま
す
。
ご
希

望
の
人
は
、
受
講
申
し
込
み
時
に

併
せ
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

お
や
つ
代
五
百
円
か
必
要
で
す
。

　
（
宇
治
・
木
幡
・
小
倉
公
民
館
）

　
婦
人
学
級

　
Ｉ
自
分
史
を
書
く
Ｉ

　
歴
史
を
通
し
て
自
分
の
過
去
を

振
り
返
り
、
将
来
を
展
望
し
な
が

ら
自
分
史
を
書
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
▼
日
程
・
内
容
・
・
・
左
下
表
▼
時

間
・
：
い
ず
れ
も
午
前
９
時
半
～
正

午
▼
会
場
＝
・
小
愈
公
民
館
▼
対
象

・
・
・
婦
人
▼
定
員
・
・
・
3
0
人
（
先
着
順
）

▼
申
し
込
み
…
９
月
１
日
～
2
4
日

ま
で
に
小
倉
公
民
館
へ
電
話
か
来

館
で
。

　
な
お
、
受
講
中
二
歳
以
上
の
幼

児
二
十
人
を
保
育
し
ま
す
。
ご
希

望
の
人
は
受
講
申
し
込
み
時
に
併

せ
て
申
し
込
み
侃
お
や
つ
代
五

百
円
か
必
要
。
（
小
倉
公
民
館
）

　
広
野
高
齢
者
学
級

　
心
身
共
に
健
康
で
時
代
に
適
応

し
た
知
識
や
技
能
を
習
得
し
、
よ

り
楽
し
い
人
生
か
尨
ご
す
た
め
に

高
齢
者
教
室
を
開
き
ま
す
。

　
▼
日
程
・
内
容
…
右
下
表
▼
時

志
津
川
西
組

　
中
谷
麻
衣
ち
ゃ
ん

在
宅
障
害
者
デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス

９
月
は
生
け
花
教
室
を
開
講

　
九
月
の
を
宅
障
害
者
テ
ィ
ー
サ

ー
ビ
ス
事
業
は
、
生
け
花
教
室
を

Ｉ

開
空
ぶ
す
。

▽
と
き
＝
・
９
月
1
4
日
㈲
、

午
後
３いす利用者のレクリエーション▲車

　
時
～
５
時

▽
と
こ
ろ
・
・
・
総
合
福
祉
会
館

▽
対
象
・
：
聴
覚
言
語
暉
害
者

▽
内
容
・
：
秋
の
生
花

▽
指
導
＝
・
三
好
千
代
美
さ
ん

▽
費
用
…
千
五
百
円
程
度

▽
申
し
込
み
・
・
・
９
月
７
日
㈲
ま
で

　
に
社
会
福
祉
協
議
会
（
き
⑩
５

　
６
５
４
）
へ
。

　
こ
の
在
宅
障
害
者
テ
ィ
ー
サ
ー

ビ
ス
事
業
は
、
在
宅
障
害
者
の
自

立
と
生
き
が
い
意
識
の
高
揚
を
目

的
と
し
て
、
昭
和
五
十
九
年
六
月

幼児家庭教育学級の日程表(3公民館)

宇　治　公　民　館
月　Ｕ

－
ア　ーマ 溝　　帥

9/i<m
開講式

幼児のしつけと自立
宇冷公尺館tt
市立幹法伏育所1を

9/26ぐ泗 幼i.の心身の発達三友戸ほ町園　　　杉本睦f-さん

10/3(1!) 子どい情操を霊かにするには　―遊びか通して一
京都文教短期人r-助教tt.
　　　伏浜友子さん

10/7 (匍
幼児をはぐくむ
　家庭■地域の在り方

宇iK啼h少年健全冑成協議会
　会長笠鴫教喘さん

10/16(刈 子どもの病気と予防
小児科卜帥
　　　服部宗五pi;さん

io/2吻 子どもを預け預かる　一公民館保育室から－
2民M'i営'f丿会変員t職愕理
　　　小坂恵美子さん

10/31剛幼児期の食生活　一調理実習一
市保鮭予防課栄養士

n/4(≪ 幼児のことばの発達 京Bin育大'f-助教接
　　　人･ftp:夫さん

11/13囚子どもと絵本
児瓶文学研究者
　　　大野山美さん

11／20(昶 子どものiSS･親の成長
学肖のまとめ

U人問超研究れ片岡湯予さん
宇治公民館職U

間
・
：
午
前
９
時
半
～
正
午
（
第
３

講
の
社
会
見
学
時
は
午
前
９
時
～

午
後
５
時
）
▼
会
場
…
広
野
公
民

館
▼
対
象
・
定
員
・
．
・
・
市
内
在
住
の

6
5
歳
以
上
で
全
回
出
席
出
来
る
人

川
人
（
先
着
順
）
▼
受
講
料
・
：
無
料

　まいちゃんは、ちょっぴりお茶

目でいたずらっ子、家族みんなの’

アイドルです｡すくすく育ってね。

　この欄に掲載するお子さん（60

年９月生まれ）を募集しています。

広報課へご連絡ください。

か
ら
ス
タ
ー
ト
。
三
年
目
か
迎
え

た
六
十
一
年
度
で
は
、
二
土
ハ
事

業
か
奨
施
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
日
常
生
活
訓
練
や
誌
昌

応
訓
練
、
創
作
・
軽
作
業
、
介
護

技
術
指
導
訓
練
、
ス
ポ
ー
ツ
・
。
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
五
つ
の
柱
に

積
つ
い
て
、
在
宅
の
障
害
者
が
福

祉
セ
ン
タ
ー
に
通
い
な
が
ら
参
加

出
来
る
ふ
名
山
さ
れ
て
い
ま
す

ふ
築
、
今
年
度
中
に
実
施
予
定
の

事
業
は
、
手
創
一
の
訓
咄
簒
一
ね
て

陶
芸
教
室
・
籐
（
と
う
）
か
ご
教

室
、
日
ご
ろ
外
出
の
機
会
が
少
な

い
重
度
障
害
者
対
象
の
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
（
二
回
）
な
ど
が
あ
り

毒
ｙ
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
（
社
会
福
祉
協
議
白

木　幡　公　民　館
月　日

－
ア　ーマ 謡　　師

9/2(山開丿犬･オリエンテーション子育てで今悩んでいること
木幡公民館tt・職口
市立木幡保介所長

10/2 刈 家庭教育で大切なもの
宇冷市fi･少年一健全斤成協議会

会托笠≫,教瑞さん

10/ 7火 幼児の発達過fi
京都教育大'f助教授
　　　矢野萍夫さん

10/14幻 偏食をなくす工夫　　　　　　(調理実習)
日本調理帥専門学咬A師
　　　辻田緋技さん

I0/21陶 しつけと基本的生rS習慣 市立北木幡保育所艮

10/27(11)楽しい絵本の選び方 京ti女f･大't-助教授　　　岡田純也さん

11/4幻 同和問題と家庭 市同和対策童長

11／1 K幻

布を使った手作りおもちや宇治おもちや拍会員

n／旧幻

li/a啄刈 学習のまとめ・閉講式 木幡公尺館It・職員

▼
申
し
込
み
…
は
が
き
に
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記

し
、
高
齢
者
教
室
受
講
希
望
と
書

い
て
９
月
1
0
日
（
当
日
消
印
有
効
一

ま
で
に
広
野
公
民
館
へ
。

　
　
　
　
　
　
（
広
野
公
民
館
）

　
園
芸
教
室

　
花
や
緑
に
親
し
み
、
園
芸
植
物

に
つ
い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　
▼
日
程
・
内
容
…
左
下
表
▼
時

間
・
：
い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
Ｉ
４

時
▼
会
場
…
広
野
公
民
館
▼
定
員

…
2
0
人
（
先
着
順
）
▼
申
し
込
み

…
９
月
１
日
か
ら
広
野
公
民
館
へ

電
話
ま
た
は
来
館
で
。

　
　
　
　
　
　
（
広
野
公
民
館
）

　
児
童
文
学
講
演
会

　
－
宮
沢
賢
治
の
世
界
‐

　
宇
治
公
民
館
児
童
文
学
サ
ー
ク

ル
で
は
、
宮
沢
賢
治
の
童
話
を
中

心
に
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
の
魅
力
を
探

る
講
演
会
を
開
き
ま
す
。
入
場
は

婦人学級の日程表

無
料
で
す
。
お
気
軽
に
ご
来
場
く

だ
さ
い
。

　
▼
と
き
・
：
９
月
1
2
日
吻
、
午
前

1
0
時
～
正
午
▼
と
こ
ろ
・
：
宇
治
公

民
館
３
階
大
会
議
室
▼
テ
ー
了
・

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
の
魅
力
－
宮
沢
賢

治
の
作
品
－
▼
講
師
・
・
大
阪
国
際

児
童
文
学
館
、
１
　
越
信
さ
ん
▼
保

育
…
２
歳
以
上
の
幼
児
1
0
人
。
希

四
手
る
人
は
阪
田
憲
子
さ
ん
（
酋

⑩
1
6
6
7
）
ま
で
電
話
で
申
し

込
み
欠
　
　
　
（
宇
治
公
民
館
）

　
記
念
史
と
生
活
講
座

　
～
敬
老
の
日
を
考
え
る
～

　
九
月
十
五
日
は
敬
老
の
日
。
真

の
敬
老
の
意
味
を
理
解
し
、
社
会

の
現
状
と
高
齢
者
の
実
態
か
雁
笹

て
学
び
ま
す
。
多
数
ご
参
加
欠

　
▼
と
き
・
：
９
月
1
2
日
倒
、
午
前

1
0
時
～
正
午
▼
と
こ
ろ
…
広
野
公

民
館
▼
講
師
・
・
・
宇
治
明
星
園
総
園

長
、
辻
村
禎
彰
さ
ん
▼
参
加
…
当

日
直
接
会
場
へ
。
（
広
野
公
民
館
）

月　Ｈ －ア　ーマ 講　　師

9/25(和
な･性のｔきしについて

奴n.史研究家

　片岡陽f-さん

I(1/2(心

lD/KX-K)母の生きて末た道を知る

10/23(べ母の生きて末た時代

l･)/3(X佃自分史を)}くために

ll/6(ね l|分史を占くために

枚川t公教ずf研炎所
　山肌　洋f･さん

lU/ia困 自分史を,fく－1－

11/21(斜自分史を,りく－２－

ll/27(ね自分史を占く~3一

12/4 (利学肖のまとめ

園芸教室の日程表

小　倉　公　民　館
月　日

－
ア　ーマ　ー 溝　　帥

9 /3(X刈
開講式
幼児の心身の発違

小介公民館li

京祁rti･立ff,.餐知.≫l大学
教t'2≪fl津峰政さん10/7火 幼児のことばの55iJ

10/14(≫ 心と体をはぐくむ食生iSI
良品問題研究家
　　　山崎万甲さん

I0/21勾心と休をはぐくむ食生iSII

10/28(勾 偏食をしない工夫U剔ﾑ晩食をろ･える会　　　山本かずfさん

11/n刈 了･どもを他人に削ける
公尺館遭営番』会委託職拷代理
　　　小坂恵美rさん

Il／18(≪ 子育て最中の母親の生き方枚な杜会教育研究所
　　　Ill'fti羊子さん

11/2緊 子どもを取')巻く社会環境京en大学教斤'Mi助教授　　　上杉孝実さん

12/2肉 子どもにとっての遊び 占田山保育園聞ti　　　Jiiffマリさん

12/9勾同和問題について市同和対策室長

お
知
ら
せ

　
市
民
歩
こ
う
会

　
第
二
百
三
土
ハ
回
市
民
歩
こ
う

会
（
第
二
十
回
市
民
総
合
体
育
大

会
参
加
行
事
）
を
行
い
ま
す
。

　
▼
と
き
・
・
・
９
月
７
日
間
（
雨
天

の
場
合
は
中
止
）
▼
集
合
場
所
・

時
間
：
太
陽
が
丘
第
２
競
技
場
に

午
前
８
時
半
▼
コ
ー
ス
…
市
民
総

体
開
会
式
に
参
加
後
、
第
２
競
技

場
↓
遊
歩
道
↓
水
渡
（
み
と
）
神

社
↓
国
鉄
城
陽
駅
（
約
Ｈ
Ｊ
）
▼

準
備
品
・
：
弁
当
、
水
筒
、
雨
具
な

ど
。
交
通
費
は
各
自
負
担
▼
問
い

合
わ
せ
・
：
木
村
長
次
さ
ん
（
容
⑥

3
6
3
3
）
へ
。
（
市
民
体
育
課
）

　
社
会
保
険
相
談
所

　
年
金
や
健
康
保
険
な
Ｉ
身
近
な

社
会
保
険
制
度
に
つ
い
て
の
、
質

)1 u 内　　　　　　容

9/19(斜 化づくり、盆栽づくりを楽しくするために知
っておきたいこと。

9／26(偽 盆截片養について。

ll)／3(M 自分の作りたい花.盆栽などについて。

10/≫(*)
秋m.、球根飢について。
昭和63年度京祁国体に向けての花づくり。

東宇治土曜講座の日程表

問
や
相
談
に
応
じ
ま
す
。
お
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
▼
と
き
・
と
こ
ろ
・
：
９
月
1
2
日

廊
＝
小
倉
公
民
館
、
９
月
2
6
日
廊

よち
午
後
１
時
か
ら
４
時
。

　
　
　
　
　
　
（
保
険
年
金
課
）

　
1 0
円
玉
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
宇
治
公
園
一
帯
で

　
㈹
宇
治
青
年
会
議
所
で
は
「
1
0

円
玉
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
か
奨
施
し

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
▼
と
き
・
：
９
月
2
1
日
間
、
午
前

９
時
半
～
午
後
３
時
半
▼
と
こ
ろ

・
・
・
府
立
宇
治
公
園
一
帯
▼
参
加
資

格
…
市
内
在
住
の
小
学
校
４
・
５

・
６
年
生
（
原
則
と
し
て
親
子
で

申
し
込
み
を
）
▼
募
集
人
数
・
・
5
0
0

人
（
先
着
順
）
▼
参
加
費
・
：
十
円

　
Ｔ
人
）
▼
問
い
合
わ
せ
・
申
し

込
み
・
：
９
月
1
4
日
間
ま
で
に
、
宇

治
青
笑
譲
所
（
公
⑩
3
1
7
2
）

へ
。
　
　
　
　
（
商
工
観
光
課
）

川　日 内　　竹 講　　,師

9/27川iii煌とんこう)の人々－f仏洞とシルクロードー
京祁人字教授
　　竺沙雅章さん

11)/川I.)源信と什生要唆の生活 京都産業大■i--調師
　　小林鳳円さん

lo/川i.) 政争の中の万集歌人
　ー大伴家持一

京iii;府立大'i

　　門脇　１
教i
､二さん

11／町1.)
tij/ilの中国

　－f3.;i;禅師の時代一

三暇大字教授

　　小野知f･さん

11/15山
K闘する近代作家
　一芥川i之介とその周辺－

販宇治高枚教諭
　　遠ft ≪一さん

I1/2俯） 飢人猿と人間の間京都大学教n　伊谷純一郎さん

広野高齢者学級の日程表

月　日
－
ア　ーマ 講　　師

9 /17(≪
開講式

オリエンテーション･映画鑑賞 広野公民館艮・職貝

9 /29(H 高齢者のこれからの生き方龍谷人学教授　　　杉本一義さん

10/8 俐 文化財をtiiiて　－4館合同社会見学－ 公民館関係職n

lO/Z刈 3543回国尺体育大会 市岡体事務局長

11/5(40
楽しく造形

　一指先の運動一
京都文教知期大学講師
　　　吉田二郎さん

ll/26(刈 宇治･ 広ffのiii.
　　　　－その１－

京都文教勾･期大学教授
　　　北1】1純三さん

12/1(X昶 宇治・広野の歴史
　　　・－その２－

6Z年1/l伽「京都こぽればな史」より市歴史資料館長

2／18('tO伸び伸びと楽しく
　　　体を動かそう

市x,ポーッ審議会£只
　　　今西圭f さん

3／IN*)閉講式・学??のまとめ 広野公民81艮・ran

れ
ま
で
の
調
査
に
ご
協
力
い
た
た

い
て
い
な
い
人
は
、
次
の
要
領
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
▼
連
絡
事
項
…
氏
名
、
住
所
、

電
話
番
号
、
生
年
月
日
、
免
許
種

別
（
持
っ
て
い
る
す
べ
て
の
免
許
）

▼
連
絡
期
間
…
９
月
１
日
側
～
3
0

日
㈹
▼
連
絡
先
…
宇
治
保
健
所
（

宇
治
若
森
７
１
６
・
き
⑩
2
1
9

1
）
へ
’
。
　
　
（
宇
治
保
健
所
）

　
調
理
師
試
験

　
▼
試
験
日
時
・
；
1
0
丹
1
9
日
印
、

午
前
1
0
時
～
正
午
▼
会
場
・
・
・
関
西

文
理
学
院
鞍
馬
口
校
（
京
都
市
北

区
上
御
霊
上
江
町

1
2
7
）
▼
受
験
手

数
料
…
三
千
九
百
円
▼
申
し
込
み

・
：
９
月
2
9
日
か
ら
1
0
月
３
日
ま
で

に
宇
治
保
健
所
へ
。

　
受
験
資
格
や
提
出
書
類
な
ど
詳

し
ぐ
は
、
宇
治
保
健
所
衛
生
課
（
豊

⑩
2
1
9
1
）
ま
で
お
問
い
合
わ

君
ぐ
だ
さ
い
。
（
宇
治
保
健
所
）

　
向
上
訓
練

　
Ｏ
マ
イ
ク
ロ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

初
級
‥
ｌ
▼
期
間
…
９
月
1
7
日
1
2
9

日
の
間
６
回
▼
定
員
…
1
4
人
▼
申

し
込
み
締
め
切
り
・
・
・
９
月
1
0
日
。

　
Ｏ
シ
ー
ケ
ン
ス
制
御
初
級
＝
▼

期
間
…
９
月
1
6
日
、
1
7
日
▼
定
員

…
1
0
人
▼
申
し
込
み
締
め
切
り
…

９
月
９
日
。

　
い
ず
れ
も
時
間
は
午
前
９
時
～

午
後
４
時
1
5
分
。
受
講
料
は
二
千

円
。
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
は

京
都
技
能
開
発
セ
ン
タ
ー
（
Ｓ
Ｏ

７
５
剛
7
3
9
1
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
（
交
通
労
政
課
）

631

受講生を募集　

宇治・木幡・小倉公民館

　
季
節
料
理
教
室

　
▼
と
き
・
：
９
月
‥
‥
一
日
團
、
午
後

１
時
か
ら
▼
と
こ
ろ
…
宇
治
労
働

セ
ツ
ル
メ
ン
ト
（
宇
治
里
尻
7
1
－

９
）
▼
内
容
…
敬
老
の
日
に
向
け

て
の
和
風
お
総
菜
▼
費
用
・
：
千
三

百
円
（
受
講
料
）
▼
定
員
・
：
3
6
人

（
先
着
順
）
▼
講
師
…
料
理
研
究
家

星
野
美
智
子
さ
ん
▼
申
し
込
み
・
：

宇
治
労
働
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
へ
材
料

費
か
添
え
て
直
接
（
電
話
、
は
が

き
は
不
可
）
▼
主
催
・
：
宇
治
労
働

セ
ツ
ル
メ
ン
ト
迎
営
協
議
会
。

　
　
　
　
　
　
（
交
通
労
政
課
）

　
東
宇
治
土
曜
講
座

　
京
都
府
教
育
委
員
会
の
主
催
で

「
時
代
を
生
き
る
」
を
テ
ー
マ
に
、

六
回
に
分
け
て
開
き
ま
す
。

　
▼
日
程
・
内
容
…
左
上
表
、
時

間
は
い
ず
れ
も
午
後
１
時
～
５
時

▼
会
場
…
東
宇
治
高
校
▼
定
日
Ｔ
・

1
0
0
人
（
先
着
順
）
▼
申
し
込
み
・
：

往
復
は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・
年

令
・
性
別
・
職
業
・
電
話
番
号
を

書
い
て
、
９
月
1
0
日
ま
で
に
東
宇

治
土
曜
講
座
事
務
局
（
木
幡
平
尾

4
3
－
２
、
東
宇
治
高
校
内
・
公
⑩

6
3
9
0
）
へ
。
（
東
宇
治
高
校
）

　
未
就
業
看
護
婦
の

　
　
　
実
態
調
査

　
府
で
は
、
看
護
婦
田
、
准
看
護

婦
川
、
助
産
婦
や
保
健
婦
の
資
格

　
（
免
許
）
か
痔
っ
て
い
る
人
で
、

現
在
業
務
に
就
い
て
い
な
い
人
を

把
握
す
る
た
め
の
調
査
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
該
当
す
る
人
で
、
こ
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　　　献血

●10日(陸上自衛隊関西地区補給処)､16日(大

　久保ショッピングセンター),

17日(宇治

　保健所).※時間は、いずれも午前lO時～正

　午と午後１時~

3時半。

　　飼えなくなった犬･猫の引き取り

●9

日(木幡公民分館10時40分発、小倉公民

　館1O時5O分発、旦椋公会堂11時10分発、字

　治保健所ｎ時半着)｡その他､毎週月曜日(午

　前９時～lO時半)宇治保健所で実施。

　　　相談あんない

●青少年相談(18日、市民会館13時～16時)。

険の利用のしかたなど

．

お気軽にご相談く

ださい

．

相談は無料

、

秘密は厳守

、

●●● ･ ･ ● ● ● ● ● ● ･ ● ● ● I ● ● ● ● ● ■ I ● ● ･ ● I ● ● ● ● ● ● ･ ● ● ■ ● ● ● ● ■ ● ● ●●● 4 ･ I ● ● ● ● ● ● 噸 ● ● ● ■ ●■●■ ･ ■ ● ● ● ● ● ● ･ t

1 　

4 1 八 4 7 J 4 . 1 ↓ ヵ Ξ 汝 八 ⌒ . i ふ 輿 / 心 H I 八 １ ゝ ． 仁

社会福祉協議会の法律（定員lO人）・年｜

金・結婚一心配ごとなどの相談日程や、ｉ

行iK:・人権・消費生活・精神薄弱者相談

－nt日は　Ｍとr如叱「十ｐふ１．ヽ．が．し：の日程は、fil年度版「市民カレンダーと

手びき」に掲載。ご利用ください。

　このほか、市政相談と一般生活相談は

市役所市民相談室で、消費苦情相談は商

工観光課で、教育相談は教育委員会で、

日曜日を除く毎日受け付け。家庭児童相

談は月～金曜日の10時～16時に総合福祉

ｉ会館3 階の家庭児童相談室（豊⑩8698）

:で。高齢者職業相談（無料）は毎週火・●京都府交通事故相談（3日, 17日、京都府　　　で。高齢者職業相談(無料）は毎週火引

　宇治地方振興局a@2049, 9時～16時）。　　　　金曜日の９時～16時に総合福祉会館2階i

　交通事故の法律問題、示談のしかた、賠障　　　の老人福祉センター(S⑩5652）て･。

額の算定、訴訟や調定のしかた､｡自賠責保　　ﾐ…………………………………………………………………j
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燃えないゴミ（市役所清掃事務所電話22－3141）　　　　　　　　　　　　　　　　し　尿（城南衛生管理組合電話075－63ー5171）　　　　　　　小倉町（m浦、山際、京銀前から南京信前までの市

9/1　　17　　　　　道筋以南の西浦）
　　　　　　　伊勢田町（遊田、砂田）　　　　　　　西大久保府鸞伴宅(33～43棟）

六地蔵・木幡・五ヶ庄・菟道･炭山・笠取地域

1　　r).　丙浦(国鉄以吏')　ニ番力!　3?ノ東(府道山側)南端(国鉄以東)

？　　ﾜ4　タノ市(自満ぽm). rt照応　南由(A). 巾村（池つ去ケfrJ
g　　9c;　由iぼR")　命萱廊

　　　　　小倉町（蓮池、堀池、南堀池、Jii銀前から南只信前
2　　18　　　　　　までの市道筋以北の西浦）
　　　　　揖塾m田T f南游mi

4　　9fi　白山悒　十山畑　大劾戸ぐ国鉄以東）巾村（国鉄以東）東中（国鉄以眼j、北畠一部

R　　97　十白　栓区　平限　循留
6　　M　茄沿　赤塚　咄々内C国鏃以車丿　包固　MM山　畑山田　北御園、止申(国鉄以吸入町亜一郎

　　　　　棋局町（全域）
3　　19　小倉町（近鉄以東の新田島）
　　　　　宇　　冶(戸ノ内、蔭山、国鉄以北の御廟・天神）

只　　9n　昔向蔚山c平m.-)　出向蔵山　町並　奈F唇町　州町　炭山令域

　　　　　　正中(国鉄以西)、西中一部、東中(国鉄以西)、陣之内(国鉄以西)、同原、偲水、柿ノ木町、
9　10/1　±M.　＿丁目　木|ノi十町　紺m町　　　　　木　　幡（平尾、須留、御蔵山、畑山田．mm、陣ノ

4　　22　　　　　内、赤塚、花揃、金草原、北畠、桧尾、北山
　　　　　　　　　佃　国鉄以東の正中.東巾）

in i∩/9　両損　P5[±i　由村r国鉾;丙）大瀬戸（国鉄以丙）摺ノ東　内原　胃に小路出回i出廷以四丿

11　i∩／^　少抜　栴林　3?ノ#r［B鈴以丙）丙浦一部

　　　　　六地蔵（全域）
　　　　　木　　幡（?5I原、北島、西中、内畑、大瀬戸、西浦、5　　23　　　　　　中村、南山畑、南山、南端、国鉄以西の正中

　　　　　　　　　・車中）･　　　　　五ヶ庄（広岡谷、国鉄以東の芝ノ東）

n　　　　杏兎虞　古川　丙m　-n-.ノiv　野治　谷前　内m一部　程杯目有期、大杯一部
Ifi　　　　　re鳩一欺　薪闘　平野麻営倖ぶ　折坦一部
17　　　　　垣魯c用弛じj茜i　口抜fh　圖宏　＼-村　大八太腿　等取

1只　　　　宙m一惑　平m　一里塚　p ノ内ぐ痘以飛紳）
IQ　　　　　宙ra･ ・山　出「n「用話;丙）森太（国話以丙）合’ﾄり（国鉄以四）

　　　　　木　幡（熊小路）　　　　　五ケ庄（雲雀島、谷前、西田、古川、北ノ庄、西川

　　　　　　　　　原、壇ノ東．寺界道、野添、大林、梅林、西8　　24　　　　　浦、新開、平野、折坂、福角、－・二・三番
　　　　　　　　　割、国鉄以西の芝ノ東、高峰山）
　　　　　菟　　道（平町）

9∩　　　　柚角（国鉄以東）、桁坂（財逗以東）、半野、一SSI、一香刮、一一石刮一節

白川・志澄川・菟道・宇治・神明・広野町・開町・大久保町地域

１　　99　田Bi　升ノ屏、口椋、半僻、mノI」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　　　　　北ノ山、山ノ内、上ノ山、大竹、茶屋表、久保、南ノロー鄙、西表、寺山咀l玖以四入
2　　24　寺山(翠光固団地）　　　　　五ヶ庄（大八木島、上村、岡本、日皆田、一里塚、

　　　　　　　　　戸ノ内、京大宿舎）
　　　　　菟　　道（平町を除く全域）
9　25　明星町（全域）
　　　　　志津川（全域）
　　　　　羽戸山１～４丁目
　　　　　宇　　治（山本、乙方、県内、又振、山田）

　　　　　寺山、大開一部、宮谷、尖山一部、丸山、一里山(府道以南、市iiiii東)、中局、
3　　25　石塚f心華告涌りじ丙i

j　　9fi　古Jii　－ffllll　爛槍公　mm　石塚(,＼｀､華去涌nじi恵)　冨此一部
Ｑ　　97　A､ほH　十闇一無　坐ih一端　宣藻　宣Hf-　空*f吻饉gfF太i雨り以m)

　　　　　宮東(城南荘本通り以東)、野神、大谷、弐番(府道以南)、大谷山(権見町)．琵琶、
6　　29　ﾐた轟四弥陀拍　冬葱四諸以S)

　　　　　　宇　　洽（里尻、小桜、宇文字、壱番．妙楽、蓮華．

　　　　　　　　　　　塔川、善法、東山、下居、琵琶、野神、弐番、
　　　　　　　　　　　池森、米阪、矢落、若森、国鉄以南の天神）
10　　26天神台１～３丁目

　　　　　　白　　川（全域）　　　　　　折居台（全域）

只　　■?n　下民　恙滓　石番　睦￥　￥マ宰　単尻（国鉄以南）’塔川
Q １∩／I　　Te華　7方　車内　Y柘　山田町石自川令井>二二1　山ぷ宮砥出甲、大坦内、妙見、is-限川

　　　　　　森本(国鉄以東)、段ノ上、薮里、東西隼上り、東中、西中、刈原、門回　只川、中筋、
10 10/2　池山 谷下り(国鉄以東)、出口(国鉄以東)

　　　　　小倉町（奥畑）

　　　　　南陵町（全域）
　　　　　羽拍子町（国道筋を除く全域）
11　　27　神　　明（全域）

　　　　　宇　　治（蛇塚、大谷、野神一部）

　　　　　琵琶台（全域）
　　　　　広野町（小根尾一部）

ﾚ4]

　し尿収集の届け出を

　家族や同居人に増減があっ

たり転出転居､浄化槽設置な

どで、し尿収集届出に異動が

あったときは市役所清掃事務

所へ届け出てください。

　　(城南衛生管理組合)

小倉町・伊勢田町・横島町・宇治・羽拍子町地域　　、

　　　　　中山(近鉄以東)、大谷、西畑、中畑、春日森、一ノ坪、品月i･、
1　　22　大町　大川原　中川原ぐ缶川原･緬x西)石橋(±川原線以西)

9　　94　巾山（l斤鉄以西）手唐　右林

q　　5IS･ぶ柏旱町
４　　Ｓ　峻{3　苛番f府道羽目　湘森　米阪

　　　　　開　　町回迢肋を除り
12　　29　広野町（小根尾、大開、尖山、宮谷、中島、丸山）
　　　　　西大久保府営住宅（1～20棟）

　　　　　　北山Ａ・B ･ C ･ D団地、中央台、西山(国道以西)、
5　　27　紬塵fflCrli由合わ^

　　　　　　戸ノ内、矢落(国鉄以北)、若森(国鉄以北)、里尻(国鉄以北)、
6　　29　小桜　南堀池(田巾　大和一部西２号通り以北)

　　　　　　広野町（桐生谷、一里山、東裏、寺山、国道筋を除

　　　　　　　　　　く西裏・茶屋裏）13　　30　大久保町（北ノ山、山ノ内、南ノロ．大竹、上ノ山、

　　　　　　　　　　久保）　　　　　　西大久保府営住宅（21~32棟）

R　　m　吉日Ill　i)6日川　由茨八rn～Sの俑り書T）

９　10/1　　由茨八にAの涌妁じJ隆～nの涌nまで）　．
10 m/9.　南浦nnn～iin　84～98　30～33)大只団地、山際一鄙

11　in/a　mm　n浦一郎　袖悪田一部(i斤鉄Pi西)

　　　　　安田町（全域）　　　　　伊勢田町（名木、浮面、蔭田、中ノ田、中ノ荒、新中
　　　　　　　　　　ノ荒、ウトロ、南山）

15　10/1　開　　町（国道筋）
　　　　　広野町（成田、新成田、国道筋の西裏・茶屋裏、派
　　　　　　　　　　出所前から近鉄踏切までの府道筋）　　　　　大久保町（田原、旦椋、平盛、井ﾉ尻、南ノロ一部）

　　　　　　山際、半白、薗場(大川原線以北)、大幡、北内、門口、幡頁、
12　10/4　郡、石m(大川原線以東)

ｎ　　　　多ノ太　A俣　死山f国道;吏）*内一部　if池

　　　　　　東山、天王．蔭山、吹前、中川原(大川原線以東)、16　　　　十一(大川原線以東、国道以東)、十六(国道以東)、十八(国道以東)

17　　　　吉内　丙浦

IR　　　　函翻池(太通り以北)、南堀厄'.ぶ迪り以m)
　　　　　　宇　　洽（半白）

16 10/2　小倉.町（新田島を除く近鉄以東の全域ヽ西山）

　　　　　　羽拍子町（国道筋）　　　　　　伊塾fflfflT (十山　大谷　若林、井尻、中山、毛語）

IP　　　　南坦湘ぐ大和丿　煽池

　　　　　　南遊田、遊田、砂田、南山、ウトロ、毛語一部、中ノ瓦、升尻、
20　　　　中ノ田　名木、浮面、安田町全域

保
健
・
衛
生
・
相
談
・
移
動
図
書
館
（
9
月
分
）

守
ろ
う
大
切
な
生
命

　
考
え
よ
う
み
ん
な
の
救
急

救急医療週間　9月6日～9月

12日

9月9日は救急の日

移
助
図
書
館

9月の燃えないゴミ・し尿収集日程表
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